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「技術の背景にあるものの理解と反映～漁村を事例に考える～」 

～漁業地域の風土と生業と暮らしの構造と風景の発見～ 

株式会社漁村計画 富田宏 

 

１．Scienceと Technologyと background について 

フィールドである地域をかたちづくる背景と目的を重視しない技術はあり得ない。また、リアルな現

場に向き合う場合、常識にとらわれない柔軟な発想（常識や統計データを疑うことから始まる）が重要 

である。更に、技術の基本となる科学・

基礎研究分野には、学際的（科学的かつ

文学的・民俗学的）アプローチが求め 

られる。 

技術者には、ものづくりの前と後のプ

ロセスを大事にすることに加え、鳥の目

と虫の目、すなわち、点ではなく広がり

と連携、時間軸(線）を見つめる態度が求

められる。いずれにせよ、真実は必ず現

場にある。迷ったら、現場に行くことで

ある。 

 

２．技術（技術士水産部門）の背景について 

・漁村の特性は、極めて資源依存的であること。日本の漁業制度区分は、漁業法、水産資源保護法を基

本に、公的規制と漁業者集団による自主規制の重層的構造➝持続的資源利用による継続的漁業と漁村

の維持に寄与している。 

・漁村共同体は、漁場の総有管

理、漁具の共有、漁港の共同

利用を背景に、一般に強い共

同体的性格を持つ➝時には、

基礎社会単位であ 

 る漁村のガバナンス主体と

しての機能を発揮（※混住化

や漁家率の低下にも関わら

ず今も共同体的性格を残す

漁村が多い）。 

・漁村成立の経緯と現状（内需

縮小と外需の限界、魚価の低

迷と国民 1人当たりの消費

量の低下、漁業資源の頭打ち、漁村の過疎高齢化の進行・混住化・消滅集落の危機等）。  



 

３．現在進行形の地域社会としての漁村の問題と可能性（漁村をとりまく状況の変化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．漁村振興の基本的な考え方（漁業振興＋補完所得機会（定住所得条件）の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．具体的な漁村活性化の取り組みから学ぶ 

(1)河浦海上コテージ（川浦熊本県旧河浦町崎津地区）：漁村地域のきっかけづくり 

(2)和歌山県東牟婁郡太地町～森浦湾くじらの海計画と道の駅～：反捕鯨運動に直面した沿岸捕鯨のまち

の鯨と共生するまちづくりの選択 

(3)岩手県下閉伊郡岩泉町小本地区～被災漁村低地の活用による賑わいの再生～ 

(4)その他（廃校・空き家の利活用と漁村振興・6次産業振興主体論） 

（漁村の来し方と今・・・そして将来） 


